
 

研究課題名   広島臨床腫瘍外科研究グループ（Hiroshima Surgical study group of 

Clinical Oncology: HiSCO）による急性胆嚢炎共通データベース事業 

研究責任者名  県立広島病院 消化器・乳腺・移植外科 中原 英樹 

研究期間   実施許可日（2023年 9 月 12 日） ～ 2052 年 12 月（半永久的に継続予定） 

対象者 

 2000 年１月から 2051 年 12 月の間に広島大学病院消化器外科および共同研究機関にて急性

胆嚢炎の治療を受けられた患者さんを対象とします。 

意義・目的 

 急性胆嚢炎に対する治療は、重症度に応じて治療法が異なります。しかし、よりよい予後を得

るために指摘治療方針は未だ不明な点が多く、さらに検討が必要です。今回、広島臨床腫瘍外科研

究グループ（Hiroshima Surgical study group of Clinical Oncology: HiSCO）で大規模データ

を収集・解析することでより良い治療法を検討するため，この研究を計画しました。 

方法 

 本研究は，各機関において、誰のものか分からないように加工したカルテ情報を、HiSCO が運営す

るデータベースに登録し、将来新たに計画・実施される研究のためのデータベースとして HiSCO 事務

局が管理します。データベースのアクセスは本研究の担当者のみアクセス可能です。 

カルテから転記する内容は身長、体重、性別、血液検査、術前 CT 所見、予後等です。  

研究組織 

研究代表機関、研究責任者、機関の長 

広島大学病院 消化器外科・移植外科 教授 大段秀樹 田中純子 

共同研究機関、研究責任者、機関の長 

県立広島病院 中原英樹 板本敏行 

JA 尾道総合病院 大下彰彦 田中信治 

広島市立北部医療センター安佐市民病院 小橋俊彦 小野千秋 

東広島医療センター 豊田和広 勇木清 

中国労災病院 大石幸一 栗栖薫 

国立病院機構呉医療センター 田代裕尊 下瀬省二 

吉田総合病院 今岡泰博 杉山英二 

特定非営利活動法人 広島臨床腫瘍外科学グループ（HiSCO）（事務局・データセンター：広島大学） 

試料・情報の管理責任者 

 広島大学病院 消化器外科・移植外科 教授 大段秀樹 

個人情報の保護について 

 

調査内容につきましては、プライバシー保護に十分留意して扱います。情報が個人を特定する形

で公表されたり、第三者に知られたりするなどのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご安心

ください。 

研究に資料を提供したくない場合はお申し出ください。お申し出いただいても不利益が生ずるこ

とはありません。 

なお、本研究で収集したデータは半永久的に HiSCO のデータベースに保存され、将来新たに計画・



 

研究機関：広島大学 

実施される研究に使用されます。その際も個人が特定できる形で公表される事はありません。また改め

て倫理審査委員会で承認を受けて使用させていただきます。 

問合せ・苦情等の窓口 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3   

Ｔｅｌ：082-257-5222 

広島大学病院 消化器外科・移植外科 准教授 小林剛 

 

〒734-8530 広島市南区宇品神田 1 丁目 5-54 

Ｔｅｌ：082-254-1818 

県立広島病院 消化器・乳腺・移植外科 主任部長 中原英樹 


